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第

号
95

「
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
」

そ
れ
は
長
い
梅
雨
が
や
っ
と
明
け
た
七
月
中
旬
の
こ
と
だ
っ
た
。

長
雨
で
な
か
な
か
乾
か
な
い
小
品
を
父
は
庭
に
干
し
て
い
た
。
中
野

駅
か
ら
徒
歩
三
分
で

坪
の
庭
が
付
い
た
マ
ン
シ
ョ
ン
。
自
宅
庭
か

50

ら
隣
接
し
た
料
亭
「
ホ
ト
ゝ
ギ
ス
」の
う
っ
そ
う
と
し
た
木
々
が
借
景

と
な
り
都
内
と
は
思
え
な
い
景
観
に
誰
も
が
感
嘆
し
た
。そ
ん
な
庭

に
白
の
ガ
ー
デ
ン
円
卓
と
椅
子
の
上
に
父
の
作
品
が
置
か
れ
、
幼
い

孫
達
が
仲
良
く
遊
ん
で
い
る
。
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

し
か
し
穏
や
か
な
昼
前
の
平
和
が
突
然
父
の
叫
び
声
で
吹
っ
飛

ん
だ
。
昼
食
の
仕
度
を
し
て
い
た
孫
の
母
親
た
ち
は
慌
て
て
庭
に
飛

び
出
し
た
。
子
ど
も
の
身
に
何
が
、と
私
は
激
し
い
動
悸
と
闘
い
な

が
ら
テ
ラ
ス
に
出
た
。

何
と
庭
で
は
子
ど
も
達
が
パ
イ
ル
地
の
パ
ン
ツ
を
脱
い
で
キ
ャ
ッ

キ
ャ
ッ
と
声
を
あ
げ
て
い
る
。
よ
く
見
る
と
干
し
て
あ
る
絵
に
向
け

て
小
ち
ゃ
な
オ
チ
ン
チ
ン
を
出
し
て
い
た
。
小
品
の
真
中
に
描
か
れ

て
い
る
赤
い
薔
薇
に
オ
シ
ッ
コ
を
引
っ
か
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
た

ま
た
ま
ア
ト
リ
エ
の
窓
か
ら
父
が
見
つ
け
大
声
を
出
し
た
の
だ
。
オ

ロ
オ
ロ
し
て
い
る
妹
た
ち
の
そ
ば
に
朝
か
ら
庭
仕
事
を
し
て
い
た
母

が
ホ
ー
ス
を
持
っ
て
き
た
。
勢
い
よ
く
出
し
た
水
で
母
は
平
然
と
絵

を
洗
い
始
め
た
。
父
は
安
堵
し
て
窓
を
閉
め
、
叱
ら
れ
た
孫
た
ち
は

シ
ュ
ン
と
な
り
、
妹
た
ち
は
タ
オ
ル
で
そ
っ
と
絵
を
拭
く
。
母
は
何
事

も
な
か
っ
た
よ
う
に
挿
し
木
か
ら
大
切
に
育
て
て
い
る
「
ガ
ク
ア
ジ

サ
イ
」に
水
を
遣
り
始
め
た
。

母
の
口
癖
は「
命
に
拘
わ
る
こ
と
以
外
、
人
生
に
大
し
た
こ
と
は

な
い
」で
あ
る
。
家
事
が
嫌
い
で
誰
か
が
食
事
を
作
っ
て
く
れ
る
ま
で

庭
で
好
き
な
こ
と
を
し
て
い
た
母
。
大
雑
把
と
言
う
か
、
雑
と
言
う

か
、
面
倒
な
こ
と
を
嫌
う
母
が
、
繊
細
で
デ
リ
ケ
ー
ト
な
父
を
ど
れ

ほ
ど
救
っ
た
こ
と
か
。
私
は
父
の
細
い
、
母
の
太
い
神
経
も
決
し
て
欲

し
く
な
い
。ご
く
普
通
の
神
経
で
日
々
を
過
ご
し
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
か
ら

年
以
上
の
月
日
が
過
ぎ
た
。

40

館
長

鷹
山

ひ
ば
り

鷹山宇一「紫陽花」1956 年デッサン（鉛筆・水彩）
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七
戸
町

伊
藤
敦
子

今
回
の
旅
は
、
過
去
６
回
を
仕
事
の
都
合

で
あ
き
ら
め
続
け
た
自
分
へ
の
最
高
の
ご
褒

美
と
な
っ
た
。

吹
奏
楽
部
員
だ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
憬
れ

の
土
地
ウ
ィ
ー
ン
。
日
曜
美
術
館
で
し
か
会

う
こ
と
の
出
来
な
い
絵
画
の
数
々
。
ク
リ
ム

ト
、
ル
ー
ベ
ン
ス
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
、
ミ
ー
シ

ャ
、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
・
・
・
。
現
実
の
も
の
と
は
思

え
な
い
。
歴
史
的
建
造
物
の
は
ざ
ま
に
立
っ

て
い
て
も
信
じ
ら
れ
ず
”
す
ご
ぃ
・
・
・

、
こ

ﾝ

こ
っ
て
本
当
に
ウ
ィ
ー
ン
だ
よ
ね
？
！
”
と
何

度
も
つ
ぶ
や
い
て
い
た
。
欲
を
言
え
ば
、
ま
だ

ま
だ
あ
の
雰
囲
気
に
浸
っ
て
い
た
か
っ
た
な

あ
。

五
所
川
原
市

伊
東
正
雄

今
回
の
研
修
旅
行
で
感
動
し
た
こ
と
が

三
つ
あ
り
ま
す
。

①
ク
リ
ム
ト
の
点
描
の
色
彩
の
豊
か
さ

②
教
科
書
で
見
た「
バ
ベ
ル
の
塔
」

③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
石
畳

特
に
石
畳
は
身
体
で
味
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
の
皆
様
も
、
一
緒
に
参

加
し
て
と
て
も
礼
儀
正
し
く
、
楽
し
い
方
々

で
し
た
。
今
回
の
企
画
に
参
加
し
て
大
変
良

か
っ
た
で
す
。五

所
川
原
市

伊
東
美
紀
子

６
泊
８
日
の
中
欧
旅
行
。
長
い
か
と
思
っ

た
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
楽
し
く
、
充
実
し
た

日
々
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト

リ
ア
と
チ
ェ
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
同
じ
世
界

遺
産
で
も
歴
史
的
建
造
物
で
も
そ
の
意
味
、

歴
史
的
背
景
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と

を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
美
術
史
美
術

館
を
も
っ
と
時
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
見
学

し
た
か
っ
た
な
あ
と
は
思
い
ま
し
た
が
、
あ
る

程
度
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
旅
行
を
企
画
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
添
乗
員
の

押
切
さ
ん
始
め
、
個
性
豊
か
な
運
転
手
さ

ん
、
ガ
イ
ド
さ
ん
達
が
旅
行
を
更
に
素
晴
ら

し
い
も
の
に
し
て
下
さ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

名
の
仲
間
達
の
お
陰
で
心
地
良

27

い
時
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

鷹 山 宇 一 記 念 美 術 館 友 の 会 鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
友
の
会
令
和
元
年
度
通
常
総
会
が
令
和
元
年
６
月
８
日

午
後
２
時
か
ら
開
催
。
平
成

年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
並
び
に
収
支
計
算
書

30

及
び
平
成

年
度
剰
余
金
処
分
案
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
会
員
計
画

30

（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
書(

案)

等
全
て
の
承
認
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、
本

年
度
の
事
業
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
な
お
、
通
常
総
会
議
案
書
を
を
別
添
の
と
お
り
同

封
致
し
ま
す
。

本
年
度
も
、
友
の
会
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

႓ გ ࡓ ා ഽ ೒ ુ ௙ ٛ ٳ ट

通常総会に先立ち来賓挨拶される鷹山ひばり館長

オースト リ ア・ウィーン ベルベデーレ宮殿・

「
感
動
の
旅
中
欧
３
カ
国
周
遊
・

美
術
紀
行
８
日
間
」

鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
友
の
会
設
立

周
年
記
念
第
７
回
友
の
会
海
外
研
修

25旅
行
は
５
月
７
日
か
ら

日
ま
で
の
８
日

14

間
の
日
程
で
催
行
、
参
加
さ
れ
た

名
の

27

会
員
か
ら
一
言
旅
行
記
を
お
寄
せ
頂
き

ま
し
た
の
で
、
本
号

号
と
第

号
・
第

95

96

で
紹
介
し
ま
す
。

号
97

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
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帰

 

(

株)

国
内

海
外

多

持

日
本

代
表

模

型

 

世
界

魅
了

四
駆

子

慣

親

模
型

美
術
館

埋

尽

 

今
回

所
蔵

34

展
示

F

1
史
上
唯
一

6
輪

走

名
高

34

6
輪

独
特

注
目

集

初
登
場

40
年
以
上
経

今

人
気

一

世
界

数
台

現
存

1
9
7
8

年

所
蔵

県
外

出

一
回

初

本
物

出
会

貴
重

機
会

 前
回

更

帰

物

迫
力

感

展
覧
会

皆
様

来
館

待

 
 

  

                             

               

入館料/一般 1000(800)円、高校・大学 400(320)円、

小・中学生 200(160)円 

※（ ）内は前売券及び 20 名様以上の団体割引料金 

※その他、各種割引料金（10％） 

開館時間/午前 10 時～午後 6 時 

（最終入館は午後 5 時 30 分） 

タイレルｐ34 
1975 年に発表され、1976 年、

1977 年のレースシーンで注目を

集めた異色のフォーミュラカー

「タイレルｐ34」の実車を会

場に展示。F1 史に残る伝説の 1

台が鷹山宇一記念美術館にや

ってきます！ 

東北初展示！ 
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4
月
27
日

初
日

迎

特
別
展

超

花

 

椿

同
和
損
保

 

 

本
展

同
和
損
害
保

険
株
式
会
社

特
段

高
配

膨

大

中

43
人

芸
術
家

60
点

借

展
観

 

 

会
期

7
月
28

日
本

代
表

芸
術
家
達

作
品

目

当

鑑
賞

貴
重

機
会

皆
様

来
館
心

待

 

        

                             

                           

                             

鷹山宇一記念美術館 
News & Report 

4
月
26

 

 

■テープカット/写真右から、公益社団法人二科会常務理事・

野毅様、七戸町教育委員会教育長・附田道大様、あいお

いニッセイ同和損保株式会社青森支店支店長・藤本和也様、

七戸町長・小又勉様、前七戸町議会議長・田嶋輝雄様、青森

朝日放送株式会社取締役営業局長・大和田堅二様、当財団

理事長・新谷勝弘 

今後のイベント 

7 月 13 日（土）17：00～ 

特別記念講演会 
講師：三村三千代先生 
（八戸学院大学短期大学部客員教授） 

－活動中！－ 

「椿展」にちなん

だお話をしてくだ

さいます。 

5/25、6/1「ウスバシロチョウを採集しよう！」 

美術館開館 25 周年を記念して、特別企画「ちょうちょく

らぶ」が始動しました。活動内容「蝶」をテーマに蝶の

採集から観察、標本作りを行います。そして作った標

本は秋に開催の「宇一が描いた蝶」展に展示し、鑑賞

会を行うことで、鷹山作品に登場する「蝶」の新たな一

面の発見につなげたいと願い企画したものです。 

次回は採集した蝶を使用して標本作り

を行います！ 

ゴマダラチョウを飼育しました。 

ちょうちょくらぶでは「ゴマダラチョウ」を飼

育しました。 

幼虫から成虫になるまで数回脱皮を繰り

返し、様々な姿を見せてくれました。あん

なに小さかった幼虫が立派な蝶になって

羽化した瞬間はとても感動しました。 

七戸町には通常のウスバシロチョウよりも白い（白化型
は っ か が た

）のウスバシ

ロチョウが生息しているということで、探しに行きました！ウスバシロ

チョウはたくさん飛んでいて、みなさん上手に採集していましたが、

残念ながら白化型のウスバシロチョウは発見できませんでした。 

立
派
な 

に
！ 

↓

尾
形
光
琳 

 
 

↑

岸
田
劉
生 

 
 

最初は茶色だった小さな幼虫が、脱皮を繰り返し緑色になり、どんどん大きくなっ

てサナギに。最後は白と黒の模様がなんとも美しい蝶になって羽化しました。 

堀文子《春の花籠》 

※講演会に参加される方は、日付印の付
いたチケットが必要となります。 
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【いざ、年賀状展示会場へ】・・・ 

入賞作品がありました！！ 
七戸小学校 6 年 
佐藤晋くんの作品です 

ワークショップでの様子です。 
入選した子どもの部 4 作品、大人の部 10 作品も会場にありました！！ 

 

★
５
月
１８

で
椿
を
作

 

細

長
い
紙
を
く
る
く
る
丸
め
て

を
作

れ
を
組
み
合
わ
せ
い
ろ
ん
な
形

に
仕
上
げ
て
い
く

ラ
フ
ト
で
す

椿
の
色
は
赤
色

と
白
色
か
ら
選

大
人

は
赤
色

子
ど
も
に
は
白
色

が
人
気

色
を
決
め
た

ら

を
作
り
ま
す

が
出
来
た
ら
ボ

ン
ド
で
貼
り
付
け
て
い
き
ま
す

椿
の
花
は
６
枚

の
花
び
ら
で
表
現

枚
は
台
紙
に
直
に

接
着

残
り
の
３

枚
は
浮
か
せ
て
接
着

細
か
い
パ

を
つ
く
る
事
も

大
変

配
置

が
一
番
難
し
い
ポ
イ

ン
ト
で
慎
重
に
作
業

 

 

★
６
月
１５

消
し
ゴ
ム

は
ん
こ
で
椿
を
彫

 

消
し
ゴ
ム

初
め
て
の

人
で
も
彫
り
や
す
い
よ
う
に
表
面
に

色
が
つ
い
た
専
用
の
消
し

ゴ
ム
を
使

ト
レ

に
椿

の
絵
を
描

消
し
ゴ
ム

に
移

大
人
は
カを

使
い
慣
れ
て
い
な
い
子
ど
も
は
彫
刻
刀

彫

花

丸
い
型
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
形
の
椿
の
は
ん
こ

丸
い
椿

熊
谷
守
一
や
竹
久
夢
二
の
椿
を
連

想
し
ま
す

彫
り
上

無
地

の

に
思
い
思
い
に

押

オ
リ
ジ
ナ
ル
バ

の
完
成

佐
伯

先
生
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

 

令
和
元
年 

鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館 

美
術
館
あ
ー
と
く
ら
ぶ 

椿

展 
「

特

別

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

」 

特
別
展
「
椿
は
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｉ
」
に
合
わ
せ
て
椿
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。
１
回
目
は
「
ペ
ー
パ
ー
ク
イ
リ
ン
グ
で
椿
を
作
ろ
う
」
、
２
回
目
は
「
消
し
ゴ
ム
は

ん
こ
で
椿
を
彫
ろ
う
」
で
す
。 

講
師
は
ス
ク
ー
ル
実
Ｍ
ｉ
ｎ
ｏ
ｒ
ｉ
の
佐
伯
知
美
氏
で
す
。 

東京都美術館に「板院展」を見に行ってきました！！ 

実は・・・ 
Ｈ30 年度に行ったワークショップ 

「年賀状木版画」の参加者子どもの部 5 名、大人の部 10 名の作品が会場に！！ 

しかも、子供の部からは入賞者が 1 名出ました！！ 

サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス
賞

東
京
都
美
術
館
に
て 
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美 
術 

館 

日 

誌 
 

◆
４
月
◆ 

▼
２

 

▼
１０

タ
ミ
ヤ
展
打
合
せ 

タ
ミ
ヤ
催
事
課
新
田
氏
・ 

ＲＡＢ
佐
々
木
氏

 

▼
１１

開
館
２
５
周
年
記
念
画
集
打
合
せ 

 

▼
１３

の
会
監
査 

2
 

▼
１４

 

▼
１５

馬
と
の
暮
ら
し
展
作
品
撤
去 

▼
１７

  
 

▼
１９

タ
ミ
ヤ
展
関
連
物
収
納 

 

▼
２０

椿
展
看
板
取
付 

 

▼
２１

 

マ
ル
イ
美
術

 

▼
２４

 

マ
ル
イ
美
術

 

▼
２６

を
超
え
て
花
ひ
ら
く 

 
 
 
 

椿
はTSUBAKI 

-

あ
い
お
い

同
和
損
保

-
 

開
催
式
・

 

◆
５
月
◆ 

▼
8

 
 

▼
１０

県
総
務
部
長
・
鉄
永
正
紀
氏
来
館 

▼
１１

 

▼
１３

打
合
せ 

氏
／
東
奥
日
報
社
・ 

 

▼
１６

せ 
 
 
 
 
 

常
磐
ふ
る
さ
と
資
料
館
あ
す
か

 
 

電
子

装
置
設
置 

 

▼
１８

 

で
椿
を
作
ろ
う

 
 

知
美
氏 

▼
１９

 

▼
２１

県
民

連
携
機
関 

連
絡
会
議
出
席 

 

▼
２１

２３

 

全
国
美
術
館
会
議
総
会
出
席 

 

▼
２５

採
集
（１） 

 

友
の
会
役
員
会 

 

▼
２６

 
 
 
 
 
 
 
 

定
時
評
議
員
会 

 
 
 
 
 
 

臨
時
理
事
会 

▼
２８

３１

 
 

▼
３１

打
合
せ 

 

◆
６
月
◆ 

▼
１

（２） 
 

▼
２

開
館
２
５
周
年
記
念
図
録
写
真
撮
影 

 

▼

タ
ミ
ヤ
展
打
合
せ 

RAB

 

▼
６

 

▼
８

友
の
会
総
会

 

▼
１０

あ
い
お
い

同
和
損
保
特
別
内
覧
会 

▼
１２

 ／
青
森
県
立
美
術
館

 

▼
１３

ド
ア
点
検 

 

▼
１５

 

し
ゴ
ム
は
ん
こ
で
椿
を
彫
ろ
う

 
 

知
美
氏 

▼
２９

の
会
会
報
発
送
作
業 

 

   

-開館 25 周年記念事業実行委員会の挑戦- 

大きさは標本箱の比率です 

ご支援いただいた方のお
名前は図録に掲載いたし
ます。 

返礼品など詳細は同封の 
チラシをご覧下さい。 
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東
北
町

内
山
照
子

今
回

旅

一
番
不
安

飛
行
機

の

で

だ
っ
た

で
す
が

の
ご

で

と

、
原
田
会
員

厚
意

往
復

も

と

し
い

の

が
で
き
た
こ

友
人
達

楽

空

旅

、

感
謝

。

と
に

た
だ
た
だ

で
し
た

プ
ラ
ハ

ウ
ィ

ン

ブ
タ
ペ
ス
ト

ど

、

ー

、

。

こ
も
み
ん
な

ら
し
く

の
よ
う
で
し

素
晴

夢

。
た

現
地

皆

説
明

最
高

ガ
イ
ド
の

さ
ん
の

も

で
し
た

の
ス
ケ
ジ
ュ

ル
も

し

。
旅

ー

充
実

て
い
て

し
て

し
む
こ
と
が
で
き

、
安
心

楽

た

で
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

８
日
間

。

。

し
た

十
和
田
市

奥
山
憲
子

正

感
動

旅
、
８
日
間

。
一
生

に

の

で
し
た

に

は
ぜ
ひ

っ
て
み
た
い
と

っ
て

一
度

行

思

い
た
ヨ

ロ
ッ
パ

の

り

き
の

ー

。
雑
誌

切

抜

な

み
は
フ
レ

ム
を
ど
こ
に
お
い

様

街
並

ー

て
も

り
た
い
と

わ
せ
る

で

飾

思

雰
囲
気

す

ま
た

ウ
ィ

ン

オ
ペ
ラ

で
の

。

、

ー

国
立

座

片
手

分
間

休
憩

シ
ャ
ン
パ
ン
を

に

の

20

は

ま
る
で

の
ワ
ン
シ

ン
に
で
も

、

映
画

ー

登
場

私
、
夢

。

し
た

み
た
い
で
す

こ
の
よ
う
な
ス
テ
キ
な

に

で
き

旅
行

参
加

、

良

共

改

我

て

と
て
も

か
っ
た
と

に

め
て

が

も
ヨ

ロ
ッ
パ

ら

国
、
日
本

ー

同
様
素
晴

し
く

し
い

に

ん
で
い
る

を

り

美

国

住

事

誇

思

。

に

い
ま
す

七
戸
町

奥
山
雅
子

一
年

打

合

、

が
か
り
で

ち

わ
せ
を
し
て

あ
っ
と
い
う

の

で
し
た

は
ア

間

８
日
間

。
次

メ
リ
カ

ニ
ュ

ヨ

ク

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

、

ー

ー

、

ン

ブ
ロ

ド
ウ
ェ
イ
ミ
ュ

ジ

美
術
館
、

ー

ー

カ
ル
と
い
う

が
い
て

と

わ

方

、
５
年
後

言

ず

で

を
と
い
う

が
あ
り
ま

、
３
年
後

計
画

声

す
が

も
そ
ろ
そ
ろ

で
す

ど
う
ぞ

、
私

引
退

。

若

方
、

願

致

。

い

よ
ろ
し
く
お

い

し
ま
す

ま
ゆ
み

八
戸
市

片
桐

美
術
館

会
員

、
旅
行

の
に
わ
か

に
な
り

に

さ
せ
て

き
ま
し
た

で

参
加

頂

。
美
術
館

た

の

も

で
す
が

そ
の

観

各
々

絵
画

勿
論

、

詳
細

説
明

取

鑑
賞

な

を
メ
モ
を

り
な
が
ら

す
る

に

く
や
ら

が

が
り
ま
し

姿

驚

頭

下

。
中
欧

個
人

選

た

と
い
う
な
か
な
か

で
は

し
な
い

も
と
て
も

で
し

択

行
程

魅
力
的

た

も

も

な
る

と

し

。
年
代

背
景

異

皆
様

楽

く

ご
す
こ
と
が
で
き

い
た
だ
い

過

、
企
画

皆
様

感
謝

。

見

た

に
も

し
ま
す

ど
こ
か
で

か
け
た
ら

を
か
け
て

さ
い

あ
り
が

声

下

。

。

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

十
和
田
市

菊
地
章
子

の

の
せ
い
か

の

や
マ

新
緑

季
節

木
々

緑

ロ
ニ
エ
の

が
さ
わ
や
か
で

し
か
っ

花

美

。
た

ド
ナ
ウ

の
ク
ル

ジ
ン
グ
も

り
の

川

ー

周

景
色

幻
想
的

素
晴

。

が

で

ら
し
か
っ
た

ー

城

美
術
館
、
音
楽

ヨ

ロ
ッ
パ
は
お

や

等
格
調
高

、
芸
術
的

国

思

。

く

な

と

う

が
あ
っ
た
ら

ま
た

ぜ
ひ

れ
た

機
会

、

、

訪

思

。

い
と

い
ま
す

七
戸
町

工
藤
敦
子

ま
ず
は

お

れ

し

下
山
会
長

疲

様
。
感
謝

ま
す

に

の
あ
る

で
し
た

。
足
腰

不
安

参
加

が

か
い

の

も
か
も
の

ら

、
暖

中
欧

何

素
晴

し
さ
に

み
を

れ

し
い

に
な
っ

痛

忘

、
楽

旅

た

に
お

で
し
た

マ
ロ
ニ
エ
の

。
本
当

陰
様

。

香

満

、

「
接

り
の

ち
た
プ
ラ
ハ

ク
リ
ム
ト
の

吻
」

鑑
賞
、

川

ー

夜

の

ド
ナ
ウ

の
ク
ル

ズ
の

な
ど
な
ど

き

だ
っ
た

し

景
…

。
良

旅

。
企
画

下

事
務
局

感
謝

。

て

さ
っ
た

に

し
ま
す

青
森
市

古
川
睦
子

な

に

ま
れ
て

老
若
男
女
…
元
気

方
達

囲

楽

旅

。

の
と
て
も

し
い

で
し
た

の

カ

の

で
し

感
動

中
欧
３

国
…
感
動

連
続

た

お

し
て

さ
っ
た

の

。
企
画
、

世
話

下

役
員

方

本
当

感
謝

。

に
は

に

で
す

し
た
い
で
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ

又
、
参
加

。

。

い
ま
し
た

十
和
田
市

近
藤
眞
子

こ
の

の

の

も
あ
り

度

旅
行
、
多
少

不
安

、

国
、
美
術
館
、
優

ま
し
た
が

そ
れ
ぞ
れ
の

れ
た

そ
し
て

み

い
ず
れ
も

建
造
物
、

街
並

。

感
動

連
続

。
優

芸
術

巡

の

で
し
た

れ
た

を

る

は

は

め
て
で
し
た
の
で

さ

旅

、
私

初

、
尚

意
義
深

体
験

。
企
画

下

ら

い

で
し
た

し
て

さ
い
ま
し
た

く
の

に

す
る
の

多

方
々

感
謝

み
で
す

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

。
本
当

。
最
後

最
後

、
申

し
た

の

ま
で
ド
ジ
で
し
た

訳

。

し

あ
り
ま
せ
ん

十
和
田
市

下
山
恭
美
子

「
中
欧
３
カ
国
感
動
の
旅
８
日
間
」
と
銘
打

っ
て
出
発
し
た
海
外
研
修
旅
行
が
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
。
数
年
前
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
国

だ
っ
た
が
、
美
術
館
友
の
会
の
創
立

周
年

25

記
念
と
し
て
計
画
さ
れ
た
旅
で
あ
り
、
ま
た

年

度

初

め

の
比

較

的

時

間

に
余

裕

の
あ

る

時
期
だ
っ
た

の
で
、
決
心

し
た
。

吟
味
さ

れ
た
内

容

の
中
、
少
し

の
緊

張

と

感

動

の
連

続
で
、
改
め

て
旅
の
楽
し

さ
を
満
喫

で
き
た
。

特

に
今

回

は
若

い
年

齢

層

の
会

員

の
参

加

が
多
く
、
華

や
い
だ
雰
囲
気
で
和
気
あ
い
あ
い
、
新
た
な
交

流
も
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
と
つ
く
づ
く
感
謝

す
る
ば
か
り
・
・
・
。
無
事
帰
路
に
向
か
っ
て
ホ

ッ
と
安
堵
の
胸
を
な
で
下
ろ
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

掲
載
写
真

上
段

：
プ
ラ
ハ
城
内
の
聖
ヴ
ィ
ー
ト
大
聖
堂

二
段

：
ブ
タ
ペ
ス
ト
・
聖
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
大
聖
堂

下
段

：
ウ
イ
ー
ン
・
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿

頁
に
引
き
続
い
て「
中
欧
３
ヶ
国
周

２遊
・
美
術
紀
行
８
日
間
」
の
一
言
旅
行

記
を
紹
介
し
ま
す
。
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友
の
会
会
員
登
録
の
更
新
と

新
規
会
員
入
会
お
誘
い
の
お
願
い

平
成

年
度
も
会
員
の
皆
様
に
は
、
友
の
会
運
営
に
多
大
な
お

30

力
添
え
を
い
た
だ
き
、
誠
に
有
り
難
う
御
座
い
ま
す
。

新
年
度
も
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
の
応
援
と
会
員
の
皆
様
方

に
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
研
修
旅
行
、
講
演
会
等
を
企
画
し
、
微
力

な
が
ら
地
域
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

尚
、
令
和
元
年
度
の
更
新
及
び
新
規
入
会
手
続
き
は
、
美
術
館

窓
口
と
郵
便
振
替
に
よ
り
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
会
員
各
位

の
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
友
の
会
の
事
業
内
容

①
県
内
外
美
術
館
研
修
視
察
旅
行
（
年
２
～
３
回
）

②
海
外
美
術
館
研
修
旅
行

③
美
術
館
作
品
購
入
基
金
へ
の
協
力

④
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力

⑤
会
報
の
発
行

⑥
そ
の
他
（
美
術
講
演
会
の
開
催
等
）

○
一
般
会
員

会

費

（
個
人
）

年
度
会
費

３
千
円

特

典

①
無
料
入
館
券
３
枚
。
会
員
証
提
示
に
よ
り

入
館
料
２
割
引
き

②
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
１
割
引

③
研
修
会
、
講
演
会
へ
の
招
待
、
優
待

④
他
美
術
館
等
の
視
察
研
修
へ
の
優
待
参
加

⑤
会
報
の
配
布

○
特
別
会
員

会

費

（
個
人
・
法
人
）

年
度
会
費

１
万
円

特

典

一
般
会
員
特
典
に
加
え
て

①
会
員
証
提
示
に
よ
り
個
人
・
法
人
会
員
と

も
本
人
及
び
同
伴
者
１
名
ま
で
無
料
入
館

②
新
規
加
入
の
方
に
画
集
１
冊
贈
呈

○
賛
助
会
員

会

費

（
個
人
・
法
人
）

年
度
会
費
２
万
円

特

典

一
般
会
員
特
典
に
加
え
て

①
会
員
証
提
示
に
よ
り
個
人
・
法
人
会
員
と

も
本
人
及
び
同
伴
者
３
名
ま
で
無
料
入
館

②
新
規
加
入
の
方
に
画
集
１
冊
贈
呈

③
特
別
企
画
展
の
都
度
、
招
待
券
を
贈
呈

◇
詳
し
く
は
、
美
術
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

グ
ッ
ズ
紹
介

★
新
「
鷹
山
宇
一
画
集
」

一
冊
：
二
千
円
＋
消
費
税

★
鷹
山
宇
一
素
描
集

一
冊
：
千
円
＋
消
費
税

★
会
報
合
本
Ⅱ

一
冊
：
千
円
＋
消
費
税

☆
特
別
展
開
催
中
は
、
特
別

展
に
合
わ
せ
た
グ
ッ
ズ
を
取

り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☆
お
問
合
せ
先

鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館

編
集
後
記

友
の
会
設
立

周
年
記

25

念
「
第
７
回
友
の
会
海
外

研
修
旅
行
」
に
参
加
さ
れ

た
方
々
か
ら
投
稿
を
頂
き

第

号
完
成
。
感
謝
。

95令
和
時
代
最
初
の
総
会

も
無
事
終
了
。
今
後
も
鷹

山
宇
一
記
念
美
術
館
の
継

続
と
発
展
の
た
め
に
新
た

な
気
持
ち
で
会
報
作
成
に

微
力
な
が
ら
貢
献
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

(

照
井
壽
一)

～令和元年年度第２回研修旅行のご案内～

「ホキ美術館展・写実絵画の魅力！』
令和元成年度友の会研修旅行をご案内致します。

令和元年度 第 ２ 回研修旅行

日 時：令和元年 ８ 月 ２ ５ 日（日）
研修先：盛岡市 岩手県立美術館

参加費：７，000円（入館料、昼食代、交通費等含む）
募集人員：先着３０名（最少催行人員は20名）

申込期限：令和元年 ８ 月 11 日（日）
申込先・問い合わせ先：鷹山宇一記念美術館

研修行程（予定）
7:30 七戸南公民館
7:40 鷹山宇一記念美術館～十和田市
8:40 八戸高速ＩＣ経由
10:30 岩手県立美術館
13:00 昼食（盛岡市内ホテル予定）
15:０0 盛岡市内出発
18:０0 七戸南公民館着
※詳細日程は、後日参加者にお送りします。

◆ホキ美術館は日本で初

めての写実絵画専門美術

館として、2010年に千葉

市にオープンしました。以

来、全国各地、海外からも

多くの来館者があり、大勢

の方々に写実絵画の魅力

を伝えています。創設者・

保木将夫氏が収集したそ

のコレクションは約60作家

480点を数え、対象に向き

合い細密に描かれた写実

作品は、近年の絵画にお

ける写実ブームの火付け

役にもなりました。

本展ではホキ美術館のコレクションから、26作家 64点の作品を厳

選しご紹介します。森本草介、野田弘志といった日本の写実絵画にお

ける第一人者から中堅・若手まで、幅広い層の作家の作品をご覧い

ただきます。また、岩手会場では県人作家の藤井勉、髙澤俊郎の作品

を特別出品します。本県初公開となる作品の数々を存分にご堪能くだ

さい。 (岩手県立美術館ＨＰより引用）

森本草介 ≪未来≫

2011年 ホキ美術館蔵


